
 
車椅子アクセスマップ 
（ナンジャタウンへ行ってみよう編） 

 
 
 
 

 
 
 
 



Ｑ．１ ナンジャタウンってどこにあるの？。 
 
Ａ．１ サンシャインシティのワールドインポートというところの２～３階にあります。 
    なお、入口は２階にあります。 
 
Ｑ．２ ナンジャタウンってどんなところなの？。 
 
Ａ．２ ２階は、昔の日本の街並みを再現した造りになっていて、銭湯や神社などが再現されていたり 
    食べ物も昔懐かしいコッペパンや駄菓子屋さんがあったりして、懐かしい気持ちになります。 
    ３階は、日本ではなく、外国の街並みを再現していてメリーゴーランドがあったりゲームセン

ターがあったりといろいろなアトラクションがあります。また、レストランもあるため食事を

することも出来ます。 
 
Ｑ．３ トイレはどこにあるの？。 
 
Ａ．３ 車椅子用トイレは３階にあります。少し分かりづらいところにあるので、最初は見つけづらい

かもしれません。広さは、車椅子１台は余裕ではいることが出来ます。しかし、回転するとき

などは、ちょっとした腕が必要かもしれません。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



Ｑ．４ 2 階から３階にはどうやって行くの？。 
 
Ａ．４ 車椅子専用のエレベーターがあります。入場するときに、入場券に加工をしてもらい、その入

場券を使ってエレベーターへのドアを開けます。エレベーターの前に入場券を入れる機械があ

り、その機械に入場券を入れるとドアの鍵が開くという仕掛けになっています。なお、その鍵

は入口で加工してもらった入場券でしか開かないので、他のお客さんはエレベーターを使えな

いのです。そのような方式をやっているところは知らないので、ちょっと面白かったです。 
     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
              ↑                    ↑ 

この機械に入場券を入れます。      ココが２階のエレベーターの入口です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                        ↑ 
                   ココは３階の入口です。 
 
 



Ｑ．５ ナンジャタウンのオススメコースは？。 
 
Ａ．５ オススメコースはやっぱり餃子スタジアムでしょうね～。一ヶ所にあれだけの餃子屋さんが集

まるということは、すごいので一度行って見る価値はあると思います。調査に行ったメンバー

も最初は「目指せ！全店制覇！！」なんて言っていたんですが、途中からあまりのお店の多さ

に次第にトーンダウンしてしまい全店制覇をすることは出来ませんでした。しかし、場内に漂

う餃子の匂いと雰囲気に乗せられ、４店の餃子を食べてきました。総勢４人で行ったんですが

それぞれの好みに合う餃子にめぐり合うことができ、メンバーも調査だということを忘れ、「お

いしい！」を連発していました。皆さんも一度、「餃子ワールド」へ出かけ、好みの餃子へ出

会ってみてはいかがでしょうか？。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
          ↑                       ↑ 
    味噌餃子です。中の具が味噌で          エビ揚げ餃子です。マヨネーズを 
    味付けしてあって、何も付けなくて        付けて食べます。 
    食べられます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
         ↑                        ↑ 
    かえるの形をした餃子です。          一見、同じ餃子に見えますが 
    中の具はかえるの肉ではなく          ３店舗の餃子が２個づつ入っているので 
    普通の具なのでご安心を。           一度に３つの味が味わえてお得です。 



ちょっと一言コーナー 
 
２階の餃子スタジアムや昔の街並みを再現したエリアは、全体的に照明が薄暗く、車椅子で移動する時

は注意が必要です。また、２階から３階への移動の際は介助者か、係員に依頼してエレベータへ載る事

をオススメします。エレベーターへ行くまでのドアが普通の重たいドアであることや、入場券を入れ鍵

を開けても数秒で自然に閉まってしまうため介助者なしで行うのはまず不可能に近いです。これは、一

人で調査へ出かけた車椅子のメンバーの経験談なので、まず間違いないと思います。なお、そのメンバ

ーは２階から３階への移動に２０分以上かかってしまったと言っていました。皆さんは、このメンバー

のようにせっかくの時間を無駄にすることなく、ナンジャタウンを楽しんできて下さいね。 
 
 
 
 


